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インドで産出したルビー 

の標本。 

ルビー 
ハンマーなどでたたくと 

貝殻状や凹凸状の断口が 
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包有物としてルチルを含むもの 

は、光を当てると星のような輝 

きが浮かびあがる。このような 

ものをスタールビーと呼ぶ。 

コランダムには、赤色や黄色、 

緑色、青色、オレンジ色などを示 

すものがあり、そのうち赤色をルビー、 

それ以外をサファイアと呼ぷ。一般にサファイア 

と呼ぶ場合は、青いものを指す場合が多い。 

ルビーとは、微量に 

クロムを含むため赤 

色になったコランダ 

ム。色が濃いものほ ~ 

ど、価値がある。 ~ 

六角形の結晶。 
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▲タンザニアから産出したルビー。 

赤色のもとはクロム 

コランダムのなかでも、クロムを含むために赤色をしたものをル 

ビーという。クロムの誉肴窒が多いほど、赤い色が濃くなり、価値 

が高い。とくに濃い赤色のルビーは「ピジョンブラッド（鳩の血）」 

と呼ばれ、とても高価な宝石だ。 

A19世紀につくられたルビーのブローチ。 
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 人工ルビー 

7月の誕生石として知られ 

るルビーは、人工的につくら 

れた初めての宝石だ。装飾品 

などに利用されるほか、色が 

目立ち、硬いため、電子製品 

や精密機器などの部品にも用 

いられている。 

▲石灰岩の中から見つかったルビー。 

ミャンマー産。 

費
資
 ラトナブトラが有名。ラトナブ 

トラという地名はスリランカの 

言葉で「宝石の街」を意味する。 

ミャンマー． タィ三
首都ヤンゴンの北にあるイラワ 

ジ川をはさむ谷間は質の良いル 

ビーがとれることで知られる。 

チャンタプリー地方が有名。 

日本 

え ひ．けA ぎ ふ けん 

愛媛県や岐阜県でとれ 

たという記録があるが、 

宝石になるような質の 

良いものは見つかって 

いない。 

ルビーが見つかる場所 

ほとんどのルビーは、玄武岩や変成岩など 

の岩石中に存在する。長い年月の間にルビー 

を含んだ岩石が崩れ、川に流されたものが、 

砂和ゃ泥と一緒に確積していることが多い。 


